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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
名
の
経

済
政
策
が
目
的
と
す
る
の

は
、
デ
フ
レ
不
況
を
打
開
す

る
こ
と
で
あ
る
。
デ
フ
レ
退

治
が
安
倍
政
権
の
主
要
課
題

に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
４

年
４
月
予
定
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
は
、「
経
済
状
況
の

好
転
」
が
前
提
条
件
と
さ
れ

て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
デ

フ
レ
不
況
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と
続

い
て
い
る
状
況
の
も
と
で

は
、
消
費
増
税
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
―
―
こ
の

の
根
源
を
射
抜
く
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
く
る
。
現
代
日

本
の
デ
フ
レ
不
況
の
最
大
要

因
は
「
家
計
消
費
の
低
迷
に

よ
る
内
需
不
振
」
に
あ
る
。

大
衆
的
消
費
が
不
振
に
陥
っ

た
理
由
は
、
勤
労
国
民
の
賃

金･

所
得
が
十
数
年
に
わ
た

っ
て
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
求

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で

あ
る
（
図
）。

　

ま
ず
第
１
の
矢
の
「
量
的

金
融
緩
和
策
」
は
、
い
わ
ば

「
的
に
届
か
ぬ
矢
」
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
日
銀
に

よ
る
国
債
買
い
オ
ペ
な
ど
を

通
じ
た
大
量
の
資
金
供
給

は
、
銀
行
に
向
け
ら
れ
た
も

銀
は
黒
田
新
総
裁
の
も
と

で
、
株
・
不
動
産
等
の
資
産

価
格
の
引
き
上
げ
を
狙
っ
た

超
金
融
緩
和
策
に
舵
を
切
っ

た
。
日
銀
が
バ
ブ
ル
を
煽
ろ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ

が
、
バ
ブ
ル
化
は
大
衆
的
消

費
の
底
上
げ
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
。

み
れ
ば
財
政
悪
化
の
ツ
ケ
を

将
来
に
ま
わ
さ
れ
る
結
果
と

な
る
。

　

第
３
の
矢
の
「
成
長
戦

略
」
と
は
、
安
倍
首
相
の
言

葉
で
い
え
ば
、「
日
本
を
世

界
で
一
番
企
業
の
活
動
し
や

す
い
国
」
に
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企

業
天
国
、
企
業
王
国
化
戦
略

で
あ
る
。
こ
れ
が
デ
フ
レ
克

服
に
向
け
た
的
外
れ
戦
略
で

あ
る
こ
と
は
、
指
摘
す
る
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
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に
の
み
や
・
あ
つ
み　

１
９

４
７
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学

大
学
院
博
士
課
程
中
途
退
学

後
、
大
阪
外
国
語
大
学
を
経

て
、
神
戸
大
学
発
達
科
学
部

教
授
に
就
任
。
２
０
１
２
年

か
ら
同
大
学
名
誉
教
授
。

そ
こ
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
３
本
の
矢
」
は
「
デ
フ
レ

不
況
打
開
」
を
標
的
に
し
た

も
の
と
な
る
。

　

３
本
の
矢
が
見
事
に
、
的

の
ど
真
ん
中
に
命
中
し
、
デ

フ
レ
を
解
決
す
る
か
ど
う
か

は
、
デ
フ
レ
不
況
そ
の
も
の

め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
国

民
所
得
の
低
下
↓
大
衆
的
消

費
の
低
迷
↓
内
需
不
振
」
と

い
う
流
れ
が
、
デ
フ
レ
不
況

の
真
因
で
あ
る
。
こ
れ
が
ほ

ぼ
定
説
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
問
題
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
矢
が
こ
の
的
を
射
抜
く

の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
市
場

に
流
れ
込
む
か
ど
う
か
は
、

日
銀
の
政
策
で
は
決
ま
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
市
場
の
資
金
需
要
が
高

ま
ら
な
い
限
り
、
デ
フ
レ
も

不
況
も
打
開
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
日

　

第
２
の
矢
は
、
公
共
事
業

バ
ラ
マ
キ
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
大
衆
的
消
費
の
回
復

に
は
つ
な
が
ら
ず
、
せ
い
ぜ

い
の
と
こ
ろ
、
土
木
・
建
設

業
界
の
景
気
を
刺
激
す
る
に

と
ど
ま
り
、
的
を
か
す
め
る

程
度
に
終
わ
る
。
国
民
か
ら

的
外
れ
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

デ
フ
レ
の
真
因
は
家
計
消
費
低
迷

圧
力
が
デ
フ

レ
打
開
に
向

け
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
呼

び
起
こ
し
た

の
で
あ
る
。

（図）アベノミクスの３本の矢
３本の矢 具体的政策内容 帰結 矢の性格

①量的金融緩和策 日銀による大量の資金供給 バブル化 的に届かぬ

②機動的財政出動 10兆円規模の公共事業バラマキ 財政悪化 的をかすめる

③成長戦略 世界で一番企業の活動しやすい国 企業天国 的を外れる


